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IoT・AIを活用した「在宅見守りシステム」の
概要及び特徴と有用性

過
ぎ
て
い
る
の
に
、
退
院
は
早
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の

意
見
も
聞
か
れ
る
な
ど
、退
院
直
後
の
診
療
空
白
期
間
へ
の
対

応
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
２
０
１
４
年
、
当
院
の
連
携
セ
ン
タ
ー
内
に
、
退
院

直
後
の
在
宅
医
療
支
援
を
行
う
「
Ｍ
Ｂ
Ｃ
チ
ー
ム
」
を
結
成
し

た
。
同
チ
ー
ム
は
、
医
師
、
訪
問
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
メ

デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ヘ

ル
パ
ー
の
多
職
種
か
ら
な
り
、退
院
と
同
時
に
在
宅
医
療
の
支

援
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
入
院
医
療
か
ら
の
一
貫
し
た

取
り
組
み
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

電
子
カ
ル
テ
を
仮
想
化
（
以
下
、
ク
ラ
ウ
ド
化
）

Ｍ
Ｂ
Ｃ
チ
ー
ム
は
、
在
宅
医
療
の
現
場
に
お
い
て
も
モ
バ
イ
ル

端
末
を
使
い
、
電
子
カ
ル
テ
に
診
療
録
の
直
接
入
力
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
、
電
子
カ
ル
テ
（
株
式
会
社
シ
ー

エ
ス
ア
イ
社
製「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉｓ-

Ｐ
Ｘ
」）の
ク
ラ
ウ
ド
化
で
あ
る
。

ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ
は
、
通
常
Ｗ
ｅ
ｂ
型
と
言
わ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
に
代
表
さ
れ
る
ブ
ラ
ウ

ザ
を
用
い
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
い
う
印
象
が
強
い
。
し
か
し
、

当
院
で
採
用
し
て
い
る
電
子
カ
ル
テ
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

に
ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
う
の
で
は
な
く
、
専
用
に
開
発
さ
れ
た
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使
う
、
サ
ー
バ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
型
と
言
わ
れ

る
従
来
か
ら
の
電
子
カ
ル
テ
で
あ
る
。
各
方
式
に
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
へ
の
柔
軟
な
対
応
と
、

当
院
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
作
成
し
て
い
る
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の

デ
ー
タ
連
携
（
患
者
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
ア
ナ
ム
ネ
・
検
査
結
果

や
カ
ル
テ
記
事
な
ど
）
を
重
要
視
し
て
、
こ
の
タ
イ
プ
と
し
た
。

さ
ら
に
電
子
カ
ル
テ
の
ク
ラ
ウ
ド
化
に
あ
た
り
、
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
仮
想
化
と
呼
ば
れ
る
技
術
を
採
用
し
た
。
同
技
術
は
、

サ
ー
バ
内
に
仮
想
的
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
Ｐ
Ｃ
を
構
築
し
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
経
由
で
施
設
各
所
の
使
用
す
る
端
末
上
（
シ
ン
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
に
、
サ
ー
バ
内
の
仮
想
Ｐ
Ｃ
を
画

時
代
の
大
き
な
変
化
の
中
で
、我
々
の
情
報
取
得
の
手
段
は
、

既
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
抜
き
に
は
語
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
こ
と
に
近

年
、
医
療
分
野
に
お
い
て
は
病
院
の
機
能
分
化
が
進
み
、
病
院

完
結
型
か
ら
連
携
に
よ
る
地
域
完
結
型
、さ
ら
に
は
在
宅
医
療

や
介
護
分
野
も
含
め
た
地
域
の
面
連
携
へ
と
移
行
し
、「
時
々

入
院
、ほ
ぼ
在
宅
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
発
想
の
転
換
が
急
が

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
医
療
や
介
護
分
野
に

お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
当
然
の
流
れ
だ
と
言
え
る
。

社
会
医
療
法
人 

祐
愛
会
織
田
病
院
（
以
下
、
当
院
）
が
属

す
る
医
療
圏
は
、
全
国
平
均
よ
り
高
齢
化
の
進
展
が
著
し
く
、

85
歳
以
上
の
救
急
搬
送
患
者
、
新
規
入
院
患
者
、
さ
ら
に
は
退

院
後
も
通
院
困
難
な
高
齢
者
が
急
増
し
て
い
る
。そ
の
対
策
と

し
て
当
院
で
は
、
85
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
、
安
心
し

て
在
宅
に
戻
れ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
と
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
使
っ
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」
や
「
在
宅

見
守
り
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は

主
に
そ
の
概
要
と
成
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

M
edical B

ase C
am

p

（
以
下
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）
の
結
成

当
院
の
平
均
在
院
日
数
は
現
在
、
11
・
８
日
（
２
０
１
８
年

度
）
で
あ
る
が
、
２
０
１
２
年
頃
ま
で
は
退
院
後
に
紹
介
元
の

「
か
か
り
つ
け
医
」
に
再
受
診
す
る
ま
で
の
期
間
が
約
９
日
間

と
開
い
て
い
た
。
そ
の
間
に
発
熱
な
ど
の
体
調
不
良
に
よ
り
再

入
院
す
る
例
が
み
ら
れ
た
り
、か
か
り
つ
け
医
よ
り
「
85
歳
を

要
旨
：
織
田
病
院
で
は
、
85
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
っ
て
も

退
院
後
に
安
心
し
て
在
宅
へ
帰
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
在
宅
で
の
療
養

環
境
問
題
や
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
早
期
に
見
つ
け
出
す
た
め
の
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
と
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
「
在
宅
見
守
り
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
を
進
め
て
い
る
。

1 社会医療法人 祐愛会織田病院
2 株式会社オプティム

3 株式会社ナレッジハンズ

◆Summary
“Home Medical Care Support System”using IoT・AI
We are working to ensure that even elderly people over the age of 85 can return home 
with confidence after discharge. As part of this, we are also working on a “Home Medical 
Care Support System” that uses IoT and AI to find medical care environment problems 
and accidents at home as early as possible.
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図1　電子カルテのクラウド化（デスクトップの仮想化）

図2　大型モニターで動態管理

面
転
送
し
て
使
用
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る1
。
図
１
に
当
院
の

現
在
の
シ
ス
テ
ム
概
要
を
示
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
大
型
モ
ニ
タ
ー
で
動
態
管
理

Ｍ
Ｂ
Ｃ
が
属
す
る
連
携
セ
ン
タ
ー
に
は
、
３
台
（
80
～
70 

inch

）
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
て
お
り
、
中
央
モ
ニ
タ
ー

の
地
図
上
に
在
宅
患
者
宅
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
（
図
２
）
と
共

に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
位
置
情
報
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
を
利
用

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
バ
イ
タ
ル
情
報
を
取
得
す
る

“
在
宅
病
棟
”
を
目
指
す
も
挫
折

当
院
で
は
２
０
１
４
年
の
Ｍ
Ｂ
Ｃ
結
成
と
同
時
に
、
患
者
の

容
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
遠
隔
か
ら
管
理
す
る
と
い
う
、
在
宅

病
棟
的
な
発
想
で
在
宅
患
者
の
バ
イ
タ
ル
把
握
を
目
指
し
た
。

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
胸
部
に
貼
付
し
た
バ
イ
タ
ル
セ
ン

サ
ー
を
用
い
て
、
患
者
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
取
得
し
て
そ

の
デ
ー
タ
を
送
信
・
保
存
し
、
時
系
列
で
グ
ラ
フ
に
表
示
、
関

係
者
間
で
情
報
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
構
築
に
際
し
、ま
ず
は
患
者
毎
に
バ
イ
タ
ル
情
報

に
閾
値
を
設
定
し
、閾
値
を
超
え
た
時
に
訪
問
看
護
師
に
自
動

的
に
通
知
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
し
か
し
、
在
宅
に
お
い
て
は

病
院
内
の
よ
う
に
常
時
患
者
を
把
握
し
管
理
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
安
静
を
保
つ
こ
と
自
体
も
困
難
な
た
め
、
誤
っ
て
シ
ス

テ
ム
が
感
知
し
ア
ラ
ー
ト
が
繰
り
返
し
鳴
る
な
ど
の
事
態
が

発
生
し
た
。閾
値
を
変
え
る
な
ど
の
改
善
の
取
り
組
み
を
行
っ

た
が
、
最
終
的
に
在
宅
現
場
で
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
バ
イ
タ

ル
情
報
取
得
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
振
り
返
っ
て
の
反

省
は
、
在
宅
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
生
活
環
境
を

見
守
る
の
で
は
な
く
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
バ
イ
タ
ル
情
報
取

得
と
い
う
手
段
ば
か
り
に
固
執
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た

在
宅
見
守
り
シ
ス
テ
ム
を
構
築

前
述
し
た
反
省
か
ら
、
バ
イ
タ
ル
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

計
測
す
る
方
針
を
改
め
、
テ
レ
ビ
電
話
な
ど
を
通
じ
て
、
在
宅

患
者
の
バ
イ
タ
ル
情
報
が
必
要
と
判
断
し
た
時
に
計
測
す
る

こ
と
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、
２
０
１
６
年
10
月
よ
り
、
株
式

会
社
オ
プ
テ
ィ
ム
と
共
に
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
と
バ
イ
タ
ル

セ
ン
サ
ー
な
ど
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
を
用
い
た
在
宅
見
守
り
シ
ス
テ

し
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
や
車
両
の
位
置
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
画

面
上
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
状
況
に
応

じ
た
的
確
な
指
示
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
業
務
の

効
率
化
だ
け
で
な
く
、
患
者
宅
か
ら
の
緊
急
の
連
絡
の
際
に

も
、
近
隣
を
移
動
し
て
い
る
Ｍ
Ｂ
Ｃ
チ
ー
ム
の
迅
速
な
対
応
が

可
能
で
あ
り
、
結
果
、
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
、訪
問
介
護
な
ど
の
業
務
も
効
率
よ
く
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

医療安全とIoT─その実力を知る特 集
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活
を
い
か
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
」
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
た
。
ま

ず
着
手
し
た
の
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

画
面
を
通
じ
て
の
、
在
宅
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
し
か
し
、
物
理
的
な
ボ
タ
ン
や
ス
イ
ッ
チ
が
な
い
タ
ッ

ム
の
実
証
実
験
を
開
始
し
た
。

同
シ
ス
テ
ム
で
は
、あ
く
ま
で
も
在
宅
患
者
の
生
活
環
境
を

見
守
る
と
い
う
視
点
か
ら
、「
ア
ク
シ
デ
ン
ト
発
生
を
い
か
に

早
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
」、
お
よ
び
「
在
宅
で
の
生

チ
パ
ネ
ル
端
末
の
操
作
は
、
高
齢
者
（
特
に
85
歳
以
上
）
に

と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
高
齢

患
者
が
普
段
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
テ
レ
ビ
に
ビ
デ
オ
通

話
シ
ス
テ
ム
を
連
携
し
、
複
雑
な
操
作
を
す
る
こ
と
な
く
、
テ

レ
ビ
画
面
上
で
医
師
の
顔
を
み
な
が
ら
ビ
デ
オ
通
話
が
行
え

る
オ
プ
テ
ィ
ム
社
の
『Sm

art H
om

e M
edical Care

』
を

導
入
し
た
（
図
３
）。
以
下
に
同
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
を
詳
細

に
説
明
す
る
。

A
ndroid

搭
載
の
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
に
本
サ
ー
ビ
ス

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
上
で
、
こ
れ
を
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
ケ
ー

ブ
ル
で
テ
レ
ビ
と
接
続
す
る
。
そ
し
て
、
連
携
セ
ン
タ
ー
か
ら

患
者
宅
へ
発
信
を
行
う
と
、
テ
レ
ビ
に
搭
載
さ
れ
た
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ 

Ｃ
Ｅ
Ｃ
（Consum

er Electronics Control

）
と
い
う
機
能

を
利
用
し
て
自
動
的
に
テ
レ
ビ
画
面
が
切
り
替
わ
り
、ビ
デ
オ

通
話
の
開
始
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、
患
者
は

複
雑
な
操
作
を
す
る
こ
と
な
く
、普
段
と
変
わ
ら
ず
テ
レ
ビ
を

見
て
い
る
だ
け
で
、
テ
レ
ビ
画
面
上
で
連
携
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
の
顔
を
み
な
が
ら
ビ
デ
オ
通
話
が
行
え
る
（
図
３
）。

加
え
て
、
難
聴
の
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
連
携
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
が
画
面
上
に
赤
ペ
ン
で
指
示
出
し
が
で
き
る
機
能

（
基
本
特
許
技
術
「O

verlay T
echnology

」）
を
使
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
今

の
テ
レ
ビ
画
像
は
高
画
質
な
上
に
画
面
が
大
き
く
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
患
者
の
表
情
や
顔
色
を
鮮
明
に
見
る
こ
と
が
で

き
、
患
者
の
状
態
を
よ
り
観
察
し
や
す
く
な
っ
た
の
は
確
か
で

あ
る
。

な
お
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
考
慮
し
て
家
族

の
許
可
を
得
た
上
で
起
動
し
、
病
院
に
お
い
て
も
在
宅
患
者
の

生
の
映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、病
院
と
生
活
の
場
で
あ
る
自
宅
の
距
離
感
が
短
く

な
り
、
在
宅
患
者
の
安
心
に
つ
な
が
っ
た
。

そ
の
他
、在
宅
患
者
宅
に
各
種
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
を
設
置（
図
４
）

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
機
器
の
取
得
デ
ー
タ
等
を
連
携
セ
ン

図4　IoT・AIの活用で在宅での見守りを効率化

図3　自宅のテレビを使ったビデオ通話

図5	 右画面にアラートが点滅し、左画面に	
	 患者宅を赤印でマッピングする

医療安全とIoT─その実力を知る特 集
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（    ）69 新　医　療　2020年5月号

議
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
時
間
短
縮
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る
在
宅
見
守
り
の
展
望

以
上
が
、
当
院
が
取
り
組
ん
で
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
在
宅
医
療
支
援
や
在
宅
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の

現
状
で
あ
る
。
本
特
集
テ
ー
マ
は
「
医
療
安
全
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
で

あ
る
が
、
病
院
に
お
け
る
管
理
さ
れ
た
中
で
の
「
医
療
安
全
」

と
、生
活
の
場
で
あ
る
「
在
宅
医
療
」
に
お
け
る
「
医
療
安
全
」

を
同
列
に
扱
う
こ
と
は
難
し
い
。
在
宅
医
療
は
、あ
く
ま
で
も

生
活
支
援
の
一
部
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
中
に
お
い
て

療
養
環
境
の
問
題
や
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
早
期
に
見
つ
け
、
安
心

を
得
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
現
実
的
な
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
当
院
が
こ
れ
ま
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
在
宅
で
の
見
守

り
を
進
め
る
中
で
、同
時
に
複
数
の
セ
ン
サ
ー
端
末
を
使
用
す

る
と
接
続
で
き
ず
、
不
具
合
が
生
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ

れ
は
４
Ｇ
（4th Generation

）
の
限
界
と
考
え
ら
れ
る
。
今

年
か
ら
５
Ｇ
が
開
始
さ
れ
る
が
、５
Ｇ
に
よ
り
多
数
同
時
接
続

が
可
能
と
な
っ
た
暁
に
は
、
在
宅
医
療
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活

用
が
飛
躍
的
に
伸
び
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

※　
　
　
　
　
※

通
話
を
行
い
、
注
意
を
呼
び
掛
け
る
運
用
を
行
っ
て
い
る
。
な

お
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
室
温
の
変
化
を
時
系
列
で
確
認
で
き

る
機
能
も
あ
る
。

さ
ら
に
現
在
は
、家
電
製
品
の
電
流
量
を
測
定
で
き
る
Ｉ
ｏ

Ｔ
機
器
を
在
宅
患
者
宅
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
エ
ア
コ
ン
の
ス

イ
ッ
チ
が
Ｏ
Ｎ
か
Ｏ
Ｆ
Ｆ
か
と
い
う
情
報
が
取
得
で
き
、
エ
ア

コ
ン
の
稼
働
状
況
も
把
握
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
室
温
変

化
を
観
察
す
る
こ
と
で
、在
宅
に
お
け
る
療
養
環
境
の
問
題
点

が
分
か
っ
た
（
図
４
）。

Ｍ
Ｂ
Ｃ
介
入
に
Ａ
Ｉ
を
活
用

当
院
で
は
、Ｍ
Ｂ
Ｃ
対
象
者
の
選
定
過
程
を
簡
潔
に
す
る
た

め
に
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
自
動
的
な
対
象
者
の
抽
出
、
お
よ
び

Ｍ
Ｂ
Ｃ
介
入
の
ア
ウ
ト
カ
ム
の
明
確
化
を
目
的
と
し
て
、
株
式

会
社
ナ
レ
ッ
ジ
ハ
ン
ズ
に
Ｍ
Ｂ
Ｃ
利
用
患
者
の
分
析
を
委
託

し
た
。
こ
の
分
析
に
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
よ
り
診
療
プ
ロ
セ
ス

を
時
系
列
で
把
握
で
き
る
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
Ｅ
フ
ァ
イ
ル
（
診
療
明
細

情
報
）、
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
（
行
為
明
細
情
報
）
と
様
式
１
（
簡
易

版
の
退
院
サ
マ
リ
）、現
在
Ｍ
Ｂ
Ｃ
で
運
用
に
使
っ
て
い
る
独
自

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
。
延
べ
１
万
５
０
０
０
件
分
の
デ
ー
タ
に

お
い
て
、文
字
情
報
を
全
て
数
値
化
し
て
数
学
的
に
扱
え
る
よ

う
に
し
た
上
で
、
分
析
を
試
み
た
。
こ
の
分
析
に
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
応
用
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
デ
ー
タ
に
お
い
て

は
95
％
の
確
率
で
Ｍ
Ｂ
Ｃ
対
象
か
対
象
外
か
を
見
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
図
６
）。

こ
の
応
用
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
見
逃
し
が
ち
だ
っ
た
、
多
く

の
隠
れ
対
象
者
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
て
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
介
入
群

の
方
が
入
院
期
間
が
４
日
程
度
短
く
な
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

今
後
、
さ
ら
に
症
例
を
重
ね
、
よ
り
精
度
を
高
め
、
こ
れ
ま
で

時
間
を
か
け
て
現
場
で
の
話
し
合
い
で
決
め
て
い
た
Ｍ
Ｂ
Ｃ

対
象
者
を
Ａ
Ｉ
が
自
動
抽
出
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、会

織
田
正
道
（
お
だ
・
ま
さ
み
ち
）
●
52
年
佐
賀
県
生
ま
れ
。
78

年
日
本
大
医
卒
。
同
年
久
留
米
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
・
麻

酔
科
、
82
年
佐
賀
医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
、
90
～
04
年
社
会
医

療
法
人 

祐
愛
会
織
田
病
院 

院
長
、98
年
か
ら
同
院
理
事
長
。
公

職
：
公
益
社
団
法
人 

全
日
本
病
院
協
会 

副
会
長
、
公
益
社
団

法
人 

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会 

代
議
員
。
共
著
：「
チ
ー
ム
で
行

う
退
院
支
援
」、「
明
日
の
在
宅
医
療 

第
５
巻
」
な
ど
。
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